
PDエアロスペース社報告資料

資料1-2-7
科学技術・学術審議会
研究計画・評価分科会
宇宙開発利用部会

将来宇宙輸送システム調
査検討小委員会
(第１回) R2.1.15



会社概要
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項目 内 容

会社名 ＰＤエアロスペース株式会社

住所 本社： 愛知県名古屋市緑区有松3519番地
R&Dｾﾝﾀ：愛知県碧南市港本町1番地27

設立年月 2007年5月

資本金 7億6,600万円 (資本準備金含む)

代表 緒川修治

従業員 24名 (出向受入含む)

事業内容 宇宙機開発
宇宙旅行および附帯事業
宇宙輸送事業（宇宙港含む）

 民間主導で「宇宙飛行機(スペースプレーン)」の開発を行い、宇宙旅行や宇宙

太陽光発電所建設など、民需としての宇宙利用の拡大を目指す。

 ジェットとロケット、二つの機能を持つ “燃焼モード切替エンジン”が最大の技術

特徴。（'12年 特許取得済み）

 ANAHD、 H.I.S.グループ、みずほグループなどが出資。ANAHD、H.I.S.の他、

IHIグループ、トヨタグループからの出向者を受け入れ、事業検討を進めている。



Ｒ＆Ｄセンター



チームスタッフ
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プロボノ：６０名、インターン：７名



競合優位性

比較表

↓基準
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開発ロードマップ
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～2015 '18 '21 '24'16 '17 '19 '20 '22 '23

ﾊﾟﾙｽ
ﾃﾞﾄﾈｰｼｮﾝ
（ﾛｹｯﾄ）

ｼﾞｪｯﾄ/ﾛｹｯﾄ
燃焼ﾓｰﾄﾞ切替
技術実証

【無人機用】
FTE2n (X06)
FTE3n (X07)

自動操縦
X03A

無人飛行技術実証
X02A, X04

【ｻﾌﾞｵｰﾋﾞﾀﾙ無人機】
X05, X06, X07 PEGASUS-UM

【エンジン】

【機体】

X07 '20年12月

FPV、
追尾装置

通信距離 200km

FTE4n (X08)
【軌道投入機】
X08 PEGASUS-AL

【有人機】
X09 PEGASUS-MN

FTE5n (X09)

無人機技術を基に大型化、高度化 X08 / X09
'24年5月★X07完成/100km達成後、いずれの開発を

先行させるかを判断



大分県
(大分空港)

沖縄県
下地島空港

北海道／大樹町
(多目的航空公園)

試験実施環境 ：飛行／離着陸場候補地

1,000m

3,000m

3,000m

注意：いずれも確定している訳ではなく、候補地として検討対象としているのみ。 7

米国／コロラド州
ｺﾛﾗﾄﾞ航空宇宙港

2,400mx2
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PDAS-X06

技術実証機（無人機）

燃料・酸化剤タンク

アビオニクスラック エレボン

ラダー

FPV前方視界カメラ

ピトー管
ピトー管

ガスタービンエンジン

ピトー管

Phase1
ガスタービンエンジン

Phase2
ジェット・ロケット
切替エンジン

※片側のエンジンを載せ換え

PDAS-X07 ジェット・ロケット
切替エンジン

【開発／飛行試験計画】



大型化
②衛星軌道投入

(空中発射)
②宇宙旅行

①微小重力
サービス

事業化

次ステップ
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新型エンジン
(多気筒化)

(出典：P&W)

高速実証／ＦＰＶ

無人サブオービタル機

高度100km到達

シリーズＡ資金使途範囲



成長戦略：将来構想（事業対象）
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大気観測

宇宙港

高度 100km

実験・開発

極超高速輸送
２点間飛行

人員・物資輸送

軌道投入

大規模建造物

ロケット

空中発射

(宇宙太陽光発電所など)

他天体の鉱物資源

宇宙旅行


